
時
評

二
〇
一
九
年
の
短
歌
谷
岡
亜
紀

　
こ
こ
数
年
の
短
歌
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
中
堅
女
性
歌
人
の
目
ざ
ま
し
い
活
躍

で
あ
る
。
栗
木
京
子
、
小
島
ゆ
か
り
、
水
原
紫
苑
、
米
川
千
嘉
子
、
川
野
里
子
ら
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
「
若
手
」
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
世
代
が

還
暦
を
越
え
、
い
ま
充
実
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
九
年
も
、
川
野
里
子

が
短
歌
研
究
賞
を
受
賞
し
、
小
島
ゆ
か
り
歌
集
『
六
六
魚
』
が
前
川
佐
美
雄
賞
と

詩
歌
文
学
館
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。
ま
た
栗
木
京
子
歌
集
『
ラ
ン
プ
の
精
』
は

小
野
市
詩
歌
文
学
賞
を
受
け
た
。

　
特
に
世
代
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
老
い
た
親
を
看
取
る
歌
が
目
を
引
く
。「
老

親
」
の
介
護
や
死
を
通
し
て
人
生
と
い
う
大
テ
ー
マ
に
直
面
し
、
改
め
て
人
間
が

生
き
て
死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
が
問
い
直
さ
れ
る
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
紛

れ
も
な
い
〈
現
在
〉
が
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
そ
の
一
回
り
下
の
世
代
で
は
、
大
口
玲
子
と
吉
川
宏
志
の
社
会
的
視
座

を
持
つ
作
品
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
大
口
は
第
六
歌
集
『
ザ
ベ
リ
オ
』
を
、
吉
川

は
第
八
歌
集
『
石
蓮
花
』
を
刊
行
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
の
主
な
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
。
現
代
短
歌
大
賞
に
高
野
公
彦
。

短
歌
研
究
賞
に
川
野
里
子
。
迢
空
賞
に
内
藤
明
歌
集
『
薄
明
の
窓
』。
斎
藤
茂
吉
短

歌
文
学
賞
に
春
日
真
木
子
歌
集
『
何
の
扉
か
』。
詩
歌
文
学
館
賞
短
歌
部
門
に
小

島
ゆ
か
り
歌
集『
六
六
魚
』。
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
短
歌
部
門
に
栗
木
京
子
歌
集『
ラ

ン
プ
の
精
』。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
大
賞
に
来
嶋
靖
生
。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
に
本

田
一
弘
歌
集
『
あ
ら
が
ね
』
と
春
日
い
づ
み
歌
集
『
塩
の
行
進
』。
同
新
人
賞
に

木
ノ
下
葉
子
歌
集
『
陸
離
た
る
空
』。
同
評
論
賞
に
谷
岡
亜
紀
著
『
言
葉
の
位
相
』。

現
代
歌
人
協
会
賞
に
小
佐
野
彈
歌
集
『
メ
タ
リ
ッ
ク
』。
前
川
佐
美
雄
賞
に
小
島

ゆ
か
り
歌
集
『
六
六
魚
』。
な
が
ら
み
書
房
出
版
賞
に
鈴
木
陽
美
歌
集
『
ス
ピ
ー
チ
・

バ
ル
ー
ン
』
と
田
中
教
子
著
『
覚
醒
の
暗
指
』。
短
歌
研
究
新
人
賞
に
郡
司
和
斗

と
中
野
霞
。
現
代
短
歌
評
論
賞
に
土
井
礼
一
郎
。
角
川
短
歌
賞
に
田
中
道
孝
と
鍋

島
恵
子
。
歌
壇
賞
に
高
山
由
樹
子
。
佐
藤
佐
太
郎
短
歌
賞
に
谷
岡
亜
紀
著
『
言
葉

の
位
相
』。
若
山
牧
水
賞
に
黒
岩
剛
仁
歌
集『
野
球
小
僧
』と
松
村
由
利
子
歌
集『
光

の
ア
ラ
ベ
ス
ク
』。
現
代
短
歌
新
人
賞
に
田
口
綾
子
歌
集
『
か
ざ
ぐ
る
ま
』。

　
二
〇
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
歌
集
は
他
に
、
吉
岡
太
朗
歌
集
『
世
界
樹
の

素
描
』、吉
川
宏
志
歌
集
『
石
蓮
花
』、川
野
里
子
歌
集
『
歓
待
』、三
枝
昴
之
歌
集
『
遅

速
あ
り
』、大
口
玲
子
歌
集
『
ザ
ベ
リ
オ
』、知
花
く
ら
ら
歌
集
『
は
じ
ま
り
は
、恋
』、

古
谷
智
子
歌
集
『
デ
ル
タ
・
シ
テ
ィ
ー
』、
本
多
稜
歌
集
『
六
調
』、
坂
井
修
一
歌

集
『
古
酒
騒
乱
』、加
藤
治
郎
歌
集
『
混
乱
の
ひ
か
り
』、小
池
光
歌
集
『
梨
の
花
』、

篠
弘
歌
集
『
司
会
者
』、田
中
拓
也
歌
集
『
東
京
』、松
村
正
直
歌
集
『
紫
の
ひ
と
』、

佐
佐
木
定
綱
歌
集
『
月
を
食
う
』、
カ
ン
・
ハ
ン
ナ
歌
集
『
ま
だ
ま
だ
で
す
』
等
。

ま
た
主
な
歌
書
に
馬
場
あ
き
子
著
『
与
謝
野
晶
子
論
』、
佐
佐
木
幸
綱
著
『
歌
論

集
　
心
の
花
の
歌
人
た
ち
』、
永
田
和
宏
著
『
象
徴
の
う
た
』、
伊
藤
一
彦
著
『
歌

が
照
ら
す
』、
藤
岡
武
雄
著
『
近
代
短
歌
を
探
る
』
等
。
ま
た
笠
間
書
院
「
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
」
よ
り
今
野
寿
美
著
『
森
鴎
外
』、
佐
佐
木
頼
綱
著
『
佐

佐
木
信
綱
』、
永
田
淳
著
『
河
野
裕
子
』、
盛
田
帝
子
著
『
天
皇
・
親
王
の
歌
』、

川
野
里
子
著
『
葛
原
妙
子
』、
水
原
紫
苑
著
『
春
日
井
建
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
二
〇
一
九
年
の
物
故
者
は
、
橋
本
喜
典(

享
年
九
十)

、
山
埜
井
喜
美
枝(

享
年

八
十
九)
、
百
々
登
美
子(

享
年
九
十)

、
米
田
律
子(

享
年
九
十)

、
大
塚
善
子(

享

年
七
十
九)
、
清
田
由
井
子(

享
年
八
十
三)

ほ
か
。

　
　
　
　
　（「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑
二
〇
一
九
「
短
歌
」
に
加
筆
し
再
録
）
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